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令
和
六
年
度
の
各
会
計
予
算
案
は
、
二
月

二
十
九
日
の
本
会
議
で
、
同
日
設
置
さ
れ
た

十
二
名
の
委
員
か
ら
成
る
予
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
三
月
十
二
日
に
正
副
委
員

長
の
互
選
お
よ
び
各
予
算
案
の
説
明
を
行
っ

た
後
、
同
月
十
三
日
か
ら
延
べ
五
日
間
に
わ

た
っ
て
各
予
算
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
月
二
十
六
日
の
本
会
議
で
は
、与
座　

武

予
算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審

査
概
要
が
報
告
さ
れ
、
討
論
、
個
別
採
決
の

結
果
、
令
和
六
年
度
一
般
会
計
予
算
は
賛
成

多
数
で
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
、
介
護
保
険
事
業
会
計
お
よ

　

第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
十
日
か
ら
三
月
二
十
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
八
人
の
各
会
派
代
表
質
問
、

お
よ
び
十
五
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
で
は
、
令
和
六
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
予
算
が
修
正
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
四
十
件
の

市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
武
蔵
野
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
な
ど
六
件
の
議
員
提
出
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
　
市
議
会
定
例
会

び
下
水
道
事
業
会
計
は
賛
成
多
数
、
後
期

高
齢
者
医
療
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計

は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
市
政
運
営
の
大
枠
が
確
定

し
、
各
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す（
三
面
に
施
政
方
針
、二
・
三
面
に
代

表
質
問
、四
・
五
面
に
予
算
特
別
委
員
会
審

査
概
要
、
五
面
に
予
算
に
対
す
る
討
論
を

掲
載
）。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
可
決

　

三
月
六
日
の
厚
生
委
員
会
で
の
審
査
を
経

て
、同
月
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
武

蔵
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年

度
ま
で
の
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間

の
第
一
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
率
を
定

め
る
こ
と
に
伴
う
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
や
要
介
護
認
定
者

数
の
増
加
に
伴
う
給
付
費
の
自
然
増
、
介
護

報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
等
を
考
慮
し
、
保
険
料

基
準
額
は
上
昇
す
る
見
込
み
で
し
た
が
、
介

護
給
付
費
等
準
備
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り

保
険
料
の
上
昇
は
抑
制
さ
れ
、
基
準
月
額
は

六
千
六
百
円
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
二
十
段
階
の
介
護
保
険
料

の
段
階
設
定
の
う
ち
、
第
一
段
階
か
ら
第
七

段
階
ま
で
に
該
当
す
る
方
の
保
険
料
は
第
８

期
と
同
額
で
据
え
置
き
、
第
八
段
階
以
上
に

該
当
す
る
方
の
保
険
料
は
そ
れ
ぞ
れ
区
分
ご

と
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

副
市
長
の
選
任
に
同
意

　

三
月
二
十
六
日
の
本
会
議
で
、
副
市
長

の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
会

一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
四

月
一
日
か
ら
の
四
年
間
で
す
。

■
副
市
長
：
荻
野　

芳
明　

氏

　

昭
和
六
十
三
年
入

庁
後
、
環
境
部
参
事
、

環
境
部
長
を
経
て
、

令
和
三
年
四
月
か
ら

都
市
整
備
部
長
。

●代表質問・施政方針   ２－３面
●予算特別委員会審査概要   ４－5面
●一般質問   6－7面
●議案等審議結果一覧   8面 
●政府等への意見書・決議   8面 
●陳情審議結果   8面 

令
和
六
年
度
一
般
会
計
予
算
を
修
正
可
決

　
三
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
は
可
決

　
一
般
会
計
は
八
百
十
五
億
円

○
次
号
の
市
議
会
だ
よ
り
397
号
に
つ
い
て
は
、

一
面
写
真
の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
大
好
き
な
ム
ー
バ
ス
」

撮
影
：
松
岡
　
千
枝
子
（
武
蔵
野
市
）

場
所：桜
通
り
（
け
や
き
橋
西
か
ら
三
鷹
駅
寄
り
）（
２
０
２
４
年
４
月
７
日
）

十
数
年
前
、
武
蔵
野
市
に
越
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ム
ー
バ
ス
の
便
利
な
こ
と
。
ム
ー
バ
ス
に
乗
る
と
い
く
つ
も
の
公
園
バ
ス

停
が
あ
り
ま
す
。
緑
豊
か
で
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
桜
の
季
節
に
は
、よ
く
立
ち
止
ま
っ
て
ゆ
っ
た
り
眺
め
ま
す
。
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自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●
与
座
　
武
　
議
員

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
宿
泊
日
数
削
減
の

見
直
し
を
強
く
求
め
る

日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
●
本
間
　
ま
さ
よ
　
議
員

市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
を
早
急
に

行
い
市
民
の
暮
ら
し
へ
の
支
援
を

市
議
会
公
明
党
●
浜
田
　
け
い
子
　
議
員

市
民
の
命
、
安
全
・
安
心
を
守
る

市
民
目
線
の
施
策
を

立
憲
民
主
ネ
ッ
ト
●
川
名
　
ゆ
う
じ
　
議
員

「
市
を
立
て
直
す
」「
年
金
プ
ラ
ス 

五
万
円
」
の
真
意
を
た
だ
す

選
挙
公
報
等
に
武
蔵
野
を
立

て
直
す
と
書
い
て
い
た
が
、
何
を

い
つ
ま
で
に
立
て
直
す
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
市
役
所
と
市
民

に
隙
間
が
空
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、

信
頼
関
係
を
取
り
戻
す
と
い
う
意

味
だ
。
市
民
が
生
き
生
き
と
毎
日

を
過
ご
せ
る
市
に
戻
し
た
い
。

二
中
と
六
中
の
統
合
は
白
紙

に
戻
し
、
中
学
校
六
校
の
必
要
性

憲
法
を
取
り
巻
く
諸
課
題
は
、

時
代
の
急
速
な
変
化
に
伴
い
従
来

の
憲
法
議
論
と
は
異
相
の
展
開
が

起
き
て
い
る
。
未
来
志
向
の
今
日

的
な
憲
法
議
論
を
市
民
と
共
に
す

る
時
代
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

例
え
ば
Ａ
Ｉ
と
憲
法
の
在
り

方
は
重
要
な
議
論
で
あ
り
、
今
年

の
憲
法
月
間
は
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

と
人
権
問
題
を
講
演
い
た
だ
く
。

市
長
の
公
約
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
長
期
計
画
・
調
整
計
画

に
正
当
性
と
正
統
性
は
あ
る
の
か
。

長
期
計
画
条
例
の
趣
旨
に
従
い
第

二
次
調
整
計
画
を
作
る
べ
き
で
は
。

第
二
次
調
整
計
画
を
策
定
し
、

公
約
実
現
に
つ
な
げ
た
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
増
築
及
び
複

合
施
設
整
備
に
係
る
基
本
設
計
に

つ
い
て
、
当
初
見
積
も
り
約
四
十

億
円
が
約
七
十
億
円
に
増
加
し
た
。

当
初
計
画
ど
お
り
に
進
め
る
の
で

は
な
く
、
議
会
と
の
丁
寧
な
議
論

の
継
続
を
求
め
る
が
見
解
は
。

実
施
設
計
契
約
は
い
っ
た
ん

見
送
る
。
改
修
プ
ラ
ン
を
再
検
討

し
、
議
会
と
丁
寧
に
協
議
し
た
い
。

都
か
ら
の
分
水
料
金
は
高
額

で
あ
り
、
水
道
水
の
安
定
供
給
確

保
と
本
市
の
安
定
的
な
水
道
経
営

維
持
の
た
め
に
も
早
急
な
都
営
水

道
一
元
化
の
実
現
が
必
要
だ
。
実

現
に
向
け
た
決
意
を
伺
う
。

市
長
み
ず
か
ら
東
京
都
に
対

し
て
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

学
校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
体
験
学
習
活
動
を
先
駆
的
に

行
っ
て
き
た
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル

事
業
に
つ
い
て
、
宿
泊
日
数
の
六

泊
か
ら
五
泊
へ
の
削
減
は
疑
問
だ
。

児
童
ど
う
し
の
人
間
関
係
が
充
実

し
て
く
る
の
は
五
日
目
か
ら
と
の

意
見
が
あ
り
、九
回
の
セ
カ
ン
ド
ス

ク
ー
ル
視
察
に
行
き
活
動
を
共
に

し
た
実
感
と
し
て
は
同
じ
意
見
だ
。

武
蔵
野
市
民
科
の
授
業
と
の
両
立

も
可
能
と
考
え
る
。
宿
泊
日
数
を

六
泊
に
戻
す
こ
と
へ
の
見
解
は
。

教
育
委
員
会
と
協
議
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

を
議
論
す
べ
き
と
し
て
い
る
が
、

議
論
は
い
つ
ま
で
に
終
え
る
の
か
。

令
和
七
年
度
ま
で
に
議
論
し

た
い
。
学
校
の
統
廃
合
は
、
コ
ス

ト
面
や
合
理
性
で
判
断
せ
ず
、
子

ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
で
や
る
べ
き
だ
。

選
挙
公
報
等
に
年
金
プ
ラ
ス

五
万
円
と
書
い
て
い
る
が
、
高
齢

者
の
仕
事
を
増
や
し
て
五
万
円
が

増
え
た
ら
よ
い
と
い
う
希
望
だ
け

の
公
約
で
は
有
権
者
に
間
違
っ
た

印
象
を
与
え
る
と
危
惧
す
る
。
さ

ら
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
公
社
創
設

と
も
書
い
て
い
る
が
、
本
当
に
新

設
す
る
の
か
、
具
体
的
な
内
容
は
。

高
齢
者
の
収
入
増
の
た
め
市

が
で
き
る
こ
と
と
し
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
も
考
え
て

い
る
が
、
人
員
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
現
状
も
あ
り
、
も
う
一
つ
器

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
と
い
う
こ
と
か
ら
公
共
サ
ー

ビ
ス
公
社
と
書
い
た
が
、
具
体
的

な
考
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

住
民
投
票
制
度
の
議
論
の
凍

結
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
か
伺
う
。

今
ま
で
の
議
論
は
尊
重
す
る

が
、
も
う
少
し
時
間
を
置
い
て
、

し
っ
か
り
と
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を
す

る
ま
で
は
、
第
六
期
長
期
計
画
・

調
整
計
画
で
予
定
さ
れ
て
い
た
市

民
熟
議
の
場
は
凍
結
し
た
い
。

吉
祥
寺
の
駐
輪
場
売
却
に
関

し
裁
判
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在

の
被
告
は
小
美
濃
市
長
と
な
る
が
、

市
の
見
解
は
変
更
さ
れ
る
の
か
。

売
買
は
す
で
に
行
わ
れ
て
お

り
、
司
法
の
場
に
移
っ
て
い
る
た

め
、
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。

物
価
高
騰
で
市
民
生
活
は
苦

し
い
。
新
た
な
支
援
策
の
予
定
は
。

国
や
都
の
動
向
を
踏
ま
え
、

市
が
行
う
べ
き
対
策
を
検
討
す
る
。

学
校
給
食
以
外
に
も
、保
育
・

福
祉
施
設
等
へ
の
物
価
高
騰
対
策

が
行
わ
れ
て
き
た
。
補
助
の
継
続

を
求
め
る
が
、
い
か
が
か
。

学
校
給
食
へ
の
補
助
は
令
和

六
年
度
予
算
に
計
上
し
た
が
、
そ

の
他
に
つ
い
て
は
国
や
都
の
動
向

を
踏
ま
え
引
き
続
き
検
討
す
る
。

ガ
ザ
地
区
の
人
道
状
況
の
改

善
と
恒
久
的
な
停
戦
を
求
め
る
声

明
を
出
し
て
ほ
し
い
が
、
見
解
は
。

今
後
検
討
し
た
い
。

来
年
一
月
に
武
蔵
野
市
で
平

和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議

総
会
が
開
か
れ
る
。
政
府
に
対
し
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
約
国
会
議

へ
の
参
加
、
条
約
の
早
期
署
名
・

批
准
を
求
め
て
ほ
し
い
が
見
解
は
。

核
兵
器
廃
絶
に
異
論
は
な
い

が
、
国
家
の
安
全
保
障
に
関
わ
る

た
め
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

能
登
半
島
地
震
で
、
志
賀
原

発
は
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ
。
原

発
ゼ
ロ
を
決
断
す
べ
き
で
は
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推

進
に
は
賛
同
す
る
が
、
原
発
を
今

す
ぐ
ゼ
ロ
に
す
る
の
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

訪
問
介
護
等
の
基
本
報
酬
が

引
き
下
げ
に
な
り
、
介
護
事
業
所

の
継
続
や
人
材
確
保
に
多
大
な
影

響
が
出
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

介
護
現
場
に
は
か
な
り
厳
し

い
改
定
と
認
識
し
て
い
る
。

市
長
の
選
挙
公
約
に
関
し
①

「
年
金
プ
ラ
ス
五
万
円
」
は
五
万

円
が
補
助
さ
れ
る
と
捉
え
て
投
票

し
た
市
民
も
多
数
い
た
と
考
え
る

が
見
解
は
②
「
二
中
・
六
中
の
統

廃
合
は
白
紙
」
の
真
意
は
。

①
誤
解
さ
れ
た
方
が
多
い
と

の
こ
と
で
恐
縮
し
て
い
る
。
高
齢

者
の
就
労
で
収
入
に
つ
な
が
れ
ば

と
考
え
た
②
統
廃
合
に
反
対
は
し

て
い
な
い
が
、
地
域
の
方
々
の
理

解
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
だ
。

震
災
対
策
に
関
し
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
設
置
へ
の
見
解
を
伺
う
。

ま
ず
は
家
具
転
倒
防
止
対
策

や
耐
震
補
強
な
ど
、
命
を
守
る
政

策
、
事
業
を
優
先
し
て
行
い
た
い
。

吉
祥
寺
南
口
エ
リ
ア
の
再
整

備
・
再
投
資
の
今
後
の
進
め
方
は
。

今
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
進
め
、
南

口
を
面
と
し
て
将
来
像
を
立
案
し
、

順
序
立
て
て
整
備
を
行
い
た
い
。

住
民
投
票
制
度
の
論
点
整
理

内
容
を
任
期
中
に
検
討
す
る
の
か
。

有
識
者
懇
談
会
で
の
論
点
整

理
を
経
て
、
制
度
の
目
的
や
性
格

の
議
論
が
不
十
分
と
庁
内
で
ま
と

め
て
お
り
、
こ
れ
を
総
括
と
し
た

い
。
今
後
、
住
民
間
で
議
論
が
で

き
る
状
況
に
な
れ
ば
再
検
討
す
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
増
築
及
び
複

合
施
設
整
備
の
今
後
の
進
め
方
は
。

予
算
執
行
を
一
時
凍
結
し
て

で
も
、
議
会
と
丁
寧
に
議
論
す
る
。

市
内
に
多
摩
地
域
に
お
け
る

新
た
な
児
童
相
談
所
の
整
備
が
決

定
し
た
が
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

と
緊
密
な
連
携
が
期
待
で
き
る
点

や
、
市
民
が
児
童
相
談
所
へ
ア
ク

セ
ス
し
や
す
く
な
る
点
で
あ
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把

握
や
支
援
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

子
ど
も
支
援
連
携
会
議
で
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、

複
数
部
門
で
連
携
し
対
応
す
る
。

高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
住
環
境
づ
く

り
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

あ
ん
し
ん
住
ま
い
推
進
事
業

等
に
よ
り
、
住
宅
探
し
の
支
援
と
、

建
物
所
有
者
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
の
支
援
を
併
せ
て
行
い
、
各

関
係
団
体
が
連
携
し
て
、
円
滑
な

入
居
に
つ
な
げ
て
い
く
。

誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を

活
用
で
き
、
情
報
格
差
が
起
き
な

い
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

誰
も
が
恩
恵
を
公
平
に
享
受

で
き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
に

向
け
た
支
援
や
環
境
整
備
を
行
う
。

施政方針を質す
ただ

代 表 質 問

「施政方針」は武蔵野市役
所のホームページでご覧い
ただけます。また、市役所
の市政資料コーナー、各図
書館、武蔵野プレイスで閲
覧できます。

　２月22日、市長の施政方針に対して、８名の各会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。
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市長の施政方針 変化する時代　命を尊重し安全・安心な
未来を築く予算

小美濃　安弘　市長

基本政策  

【市長が２月 20 日の本
会議で行った「施政方
針」演説の項目です】

６ 健康で豊かな高齢期を 支え合うまち武蔵野
７ コロナに学び、次のパンデミックに備える
８ 都市農業や産業の支援
９ 生きる楽しみとなる文化等の振興
１０ 住民投票制度の議論は凍結

１ 市民の命が最優先！首都直下地震から市民の命を守る
２  ＡＩ教育は時代の流れ オンライン授業の実施 二中・六中の統廃合は白紙に
３ 吉祥寺に再投資の時 三鷹駅北口の改良も
４ 子育ては大変だけど楽しい
５ ＣＯ₂削減は全市民力を合わせて

ワ
ク
ワ
ク
は
た
ら
く
●
宮
代
　
一
利
　
議
員

子
ど
も
が
楽
し
く
生
き
ら
れ
る
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
よ

無
所
属
む
さ
し
の
●
山
本
　
ひ
と
み
　
議
員

市
民
参
加
を
進
め
差
別
や
排
除
の
な
い

多
様
性
を
生
か
す
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

市
長
選
挙
の
公
約
と
施
政
方

針
で
異
な
る
点
は
あ
る
か
。
公
約

で
は
武
蔵
野
市
を
立
て
直
す
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
立
て
直
し
が

必
要
な
具
体
的
な
施
策
は
何
か
。

公
約
の
う
ち
、
第
六
期
長
期

計
画
・
調
整
計
画
か
ら
読
み
取
れ

な
い
点
は
整
合
を
図
る
必
要
が
あ

り
、
例
え
ば
住
民
投
票
条
例
の
議

論
凍
結
が
あ
る
。
立
て
直
す
と
は

吉
祥
寺
へ
の
再
投
資
は
、
難

し
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
現

状
の
認
識
と
今
後
の
進
め
方
は
。

北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
は
抜
本
的

な
整
備
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
南

口
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。パ
ー

ク
ロ
ー
ド
は
大
変
危
険
な
状
態
で

あ
る
。
今
の
取
り
組
み
を
可
視
化

す
る
こ
と
で
地
域
の
意
見
を
引
き

出
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
再

こ
の
件
に
よ
り
生
ま
れ
た
不
満
や

不
信
感
を
解
消
す
る
こ
と
を
指
す
。

第
六
期
長
期
計
画
・
調
整
計

画
の
「
多
様
性
を
認
め
合
う
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
重
要
な

目
標
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
く

ら
し
地
域
応
援
券
の
再
発
行
は
。

あ
く
ま
で
緊
急
対
応
で
あ
り
、

毎
年
の
配
布
は
考
え
て
い
な
い
。

障
が
い
の
有
る
無
し
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
じ
ク
ラ
ス
や
同
じ
地

域
で
学
び
生
活
す
る
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
に
つ
い
て
見
解
は
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
は
人
に
よ

り
考
え
方
が
違
い
、
進
め
る
か
ど

整
備
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
日
常
的

な
選
択
肢
と
し
て
の
活
用
を
検
討

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

将
来
的
な
教
育
の
在
り
方
を

視
野
に
入
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
早
期
に
開
始
で
き
る
よ
う
教
育

委
員
会
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
課
題
は
残
っ
て
い
る

と
考
え
る
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
民
が
み
ず
か
ら
の
ま
ち
を

守
る
意
識
が
大
事
で
あ
り
、
地
域

愛
が
ま
ち
を
よ
く
す
る
。
地
域
だ

け
で
解
決
困
難
な
課
題
に
あ
た
っ

て
は
し
っ
か
り
と
協
議
し
て
い
く
。

忙
し
く
過
ご
す
子
ど
も
が
今

う
か
は
中
身
に
よ
る
と
考
え
る
。

学
校
統
合
に
つ
い
て
、
過
大

な
規
模
の
学
校
は
教
育
効
果
に
疑

問
が
あ
り
、
二
中
、
六
中
の
統
合

に
は
賛
成
で
き
な
い
が
、
見
解
は
。

学
校
統
合
は
令
和
七
年
度
ま

で
に
議
論
し
、
そ
の
結
果
を
令
和

八
年
度
か
ら
策
定
す
る
学
校
施
設

整
備
計
画
に
反
映
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
無
償
化
に
関
し

て
、
質
の
担
保
は
ど
う
行
う
の
か
。

手
作
り
調
理
、
安
全
に
配
慮

し
た
食
材
の
厳
選
、
食
文
化
を
伝

え
る
和
食
献
立
な
ど
で
担
保
す
る
。

食
の
安
全
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
等
の
汚
染
か
ら
命
と
健
康
を

守
る
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
る
か
。

民
間
井
戸
の
水
質
調
査
を
行

い
、
常
に
基
準
値
内
か
確
認
す
る
。

原
発
も
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て

お
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
う
え
で
脱

原
発
を
明
記
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

そ
の
よ
う
な
考
え
は
な
い
。

を
楽
し
く
生
き
て
い
る
か
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
見
解
は
。

大
変
難
し
い
問
い
で
、
す
べ

て
の
子
ど
も
が
楽
し
く
生
き
て
い

る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
家
庭
や

学
校
、
地
域
の
大
人
が
子
ど
も
を

思
い
守
り
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
。

ま
ち
の
持
続
性
を
高
め
る
た

め
に
、
避
難
訓
練
等
へ
の
参
加
者

を
増
や
し
、
総
合
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

避
難
訓
練
の
参
加
者
を
増
や

す
た
め
、
市
民
向
け
の
防
災
フ
ェ

ス
タ
と
事
業
者
向
け
の
水
防
訓
練

を
合
わ
せ
総
合
的
に
行
う
こ
と
で

市
の
取
り
組
み
を
周
知
し
て
い
く
。

保
健
セ
ン
タ
ー
は
求
め
ら
れ

る
機
能
と
他
施
設
と
の
関
連
性
の

検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

改
修
プ
ラ
ン
の
再
検
討
に
つ

い
て
議
会
の
意
見
を
基
に
、
機
能

の
見
直
し
、
市
内
の
他
施
設
と
の

関
連
性
も
含
め
協
議
し
て
い
く
。

日
本
維
新
の
会
武
蔵
野
市
議
団
●
深
田
　
貴
美
子
　
議
員

市
民
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
市
政
刷
新
を
求
め
る

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●
道
場
　
ひ
で
の
り
　
議
員

不
確
実
で
変
化
の
時
代（
Ｖブ

ー

カ

Ｕ
Ｃ
Ａ
）

に
対
応
で
き
る
市
政
運
営
を
求
む

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
要
望
が
多
く
あ
っ

た
が
、
ど
う
実
現
し
て
い
く
の
か
。

総
合
教
育
会
議
の
中
で
、
早

期
実
現
に
向
け
て
の
提
案
、
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

学
校
長
期
休
業
中
の
学
童
ク

ラ
ブ
の
昼
食
へ
の
公
金
投
入
は
政

治
判
断
が
必
要
で
は
な
い
か
。

最
終
的
に
は
市
長
判
断
と
な

る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題
が

あ
り
、
関
係
部
署
と
協
議
し
た
い
。

市
立
中
学
校
の
生
徒
数
が
三

十
年
前
と
比
べ
四
割
減
少
し
て
い

る
中
、
教
育
の
質
を
鑑
み
た
中
学

校
の
統
廃
合
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

六
十
年
前
の
思
想
で
建
て
ら

れ
た
学
校
規
模
を
そ
の
ま
ま
保
つ

べ
き
か
議
論
が
必
要
。
統
廃
合
や

教
育
の
在
り
方
を
議
論
し
、
令
和

八
年
度
に
予
定
す
る
学
校
施
設
整

備
基
本
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

住
民
投
票
制
度
に
つ
い
て
、

選
挙
公
約
で
は
「
条
例
は
凍
結
」

と
あ
る
が
、
施
政
方
針
は
「
議
論

凍
結
」
と
な
っ
て
い
る
。
議
論
の

凍
結
ま
で
す
る
べ
き
な
の
か
。

条
例
案
は
廃
案
と
な
っ
た
た

め
、「
条
例
凍
結
」
は
「
議
論
凍
結
」

と
同
じ
で
あ
る
。
条
例
の
性
格
や

目
的
に
つ
い
て
の
議
論
が
不
十
分

だ
っ
た
と
い
う
結
論
を
出
し
、
議

論
を
凍
結
す
る
こ
と
と
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
複
合
施
設
整

備
に
つ
い
て
、
総
事
業
費
が
四
十

億
円
か
ら
七
十
億
円
に
増
加
し
、

議
員
の
大
半
は
見
直
す
べ
き
と
の

意
見
で
あ
っ
た
が
、
方
針
を
伺
う
。

一
度
立
ち
止
ま
り
、
対
案
を

出
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
配
管
が

老
朽
化
し
て
お
り
、
議
会
と
の
議

論
を
踏
ま
え
、
整
備
を
急
ぎ
た
い
。

第
六
期
長
期
計
画
・
調
整
計

画
に
つ
い
て
、
第
二
次
調
整
計
画

を
策
定
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
不

確
実
性
、
変
化
の
時
代
に
十
年
の

計
画
が
通
用
す
る
の
か
。

議
会
と
も
議
論
し
な
が
ら
あ

る
べ
き
姿
を
模
索
し
、
結
果
に

よ
っ
て
は
、
変
更
も
あ
り
得
る
。

市
長
の
選
挙
公
報
に
は
、
前

市
政
の「
市
有
地
の
不
法
な
売
却
」、

「
税
金
の
非
常
識
な
ム
ダ
使
い
」

と
あ
る
が
、
禁
煙
ポ
イ
捨
て
ス

テ
ッ
カ
ー
の
特
命
随
意
契
約
乱
発

も
あ
っ
た
。
市
民
の
信
頼
回
復
の

た
め
「
入
札
監
視
委
員
会
」「
外
部

監
査
制
度
」、外
郭
団
体
の
「
経
営

諮
問
会
議
」
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

意
見
と
し
て
伺
い
研
究
す
る
。

国
や
都
と
の
関
係
修
復
や
都

水
一
元
化
、
下
水
終
末
処
理
、
外

環
道
路
地
上
部
街
路
等
の
解
決
へ

向
け
た
都
知
事
と
の
会
談
は
。

知
事
面
談
は
今
秋
の
予
定
だ
。

総
工
費
七
十
億
円
の
保
健
セ

ン
タ
ー
増
改
築
に
つ
い
て
、
実
施

設
計
予
算
九
千
四
百
五
十
四
万
八

千
円
を
見
送
る
に
あ
た
り
、
見
直

し
の
大
義
と
、
構
想
や
規
模
、
減

額
等
の
着
地
点
を
伺
う
。

増
築
が
大
義
で
あ
り
市
民
に

喜
ば
れ
る
施
設
へ
向
け
議
論
す
る
。

公
共
施
設
の
床
面
積
が
増
加

す
る
中
、
二
中
と
六
中
の
統
廃
合

や
二
小
移
転
の
白
紙
撤
回
に
関
し

①
人
口
推
計
の
見
直
し
②
デ
ー
タ

に
基
づ
く
学
校
施
設
整
備
計
画
の

改
定
③
詳
細
な
財
政
計
画
策
定
を

求
め
る
が
見
解
は
。

①
ず
れ
が
一
パ
ー
セ
ン
ト
近

く
推
移
を
見
守
る
②
③
答
弁
無
し
。

吉
祥
寺
駅
南
口
再
整
備
は
庁

内
推
進
体
制
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

答
弁
無
し
。

森
本
病
院
閉
院
で
十
年
間
で

二
百
十
二
病
床
を
失
っ
た
。
医
療

再
生
へ
向
け
都
に
二
次
救
急
医
療

の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
の
か
。

都
や
法
人
と
協
議
し
、
一
床

で
も
多
く
病
床
確
保
に
努
め
た
い
。

学
校
給
食
費
無
償
化
へ
都
が

二
分
の
一
を
補
助
し
、
三
鷹
市
は

四
月
か
ら
実
施
す
る
が
本
市
は
。

都
の
説
明
会
を
受
け
、
議
会

の
議
論
を
尊
重
し
丁
寧
に
進
め
る
。

住
民
投
票
条
例
は
有
識
者
会

議
の
議
論
を
踏
ま
え
市
民
参
加
の

根
本
原
理
を
議
論
す
べ
き
で
は
。

混
乱
を
招
く
た
め
凍
結
す
る
。
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農
業
費・商
工
費

学
校
給
食
の
市
内
産
農
産
物

使
用
割
合
三
十
五
％
の
達
成
を

学
校
給
食
に
お
け
る
市
内
産
農

産
物
の
使
用
割
合
三
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
目
標
値
に
対
し
、現
在
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
台
と
の
こ
と
だ
が
、
達
成
へ

の
取
り
組
み
は
。

農
業
者
、
Ｊ
Ａ
、
給
食
財
団
の

三
者
で
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、

本
市
に
合
っ
た
取
り
組
み
を
検
討
し
、

関
係
者
と
合
意
形
成
を
進
め
て
い
く
。

�

ま
ち
と
わ
た
し
と
あ
な
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
仮
称
）の
内
容
と
展
望
は
。

地
域
の
方
や
学
生
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
を
持
つ
方
が
意
見
交
換

を
す
る
場
づ
く
り
と
し
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
う
。
将
来
的
に

は
、
参
加
者
の
自
主
開
催
に
対
し
、

市
と
し
て
側
面
支
援
を
考
え
て
い
る
。

衛
生
費

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
分
別
の

今
後
の
啓
発
活
動
は

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
適
切

な
分
別
の
た
め
今
後
の
啓
発
活
動
は
。

危
険
・
有
害
ご
み
回
収
用
の
赤

い
ご
み
袋
の
認
知
度
に
課
題
が
あ
る

た
め
、
全
戸
配
布
す
る
予
定
だ
。

�

む
さ
し
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
（
仮

称
）
事
業
の
詳
細
と
実
施
期
間
は
。

む
さ
し
の
市
民
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
の
実
践
、
定
着
の
た
め
、
環
境
配

慮
行
動
を
と
っ
た
方
に
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
し
景
品
と
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
単
年
度
事
業
だ
が
、
市
民
意

見
を
参
考
に
、
次
年
度
以
降
に
引
き

続
き
実
施
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

�

保
健
セ
ン
タ
ー
増
築
及
び
複
合

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

全
員
協
議
会
で
の
意
見
を
踏
ま

え
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
今
後
の

進
め
方
を
早
め
に
議
会
へ
諮
り
た
い
。

民
生
費

福
祉
公
社
と
市
民
社
協
の

社
屋
改
築
に
市
の
関
与
は

武
蔵
野
市
福
祉
公
社
と
武
蔵
野

市
民
社
会
福
祉
協
議
会
の
社
屋
改
築

に
つ
い
て
、
市
も
予
算
計
上
し
て
い

る
が
、
ど
こ
ま
で
関
与
で
き
る
の
か
。

新
社
屋
が
す
べ
て
の
市
民
に
と

っ
て
使
い
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

い
た
だ
い
た
意
見
を
両
団
体
に
伝
え
、

協
議
し
、
必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

�

聴
こ
え
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

対
象
機
器
と
購
入
後
の
相
談
体
制
は
。

認
定
補
聴
器
技
能
者
が
い
る
販

売
店
で
医
療
管
理
機
器
認
定
を
受
け

た
機
種
を
購
入
い
た
だ
く
。
ま
た
、

技
能
者
に
よ
る
専
門
相
談
の
ほ
か
市

で
も
相
談
会
等
を
定
期
開
催
す
る
。

�

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
は
安
定
的
な
運
営
に
課
題
が

あ
る
が
、
市
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
は
。

市
有
地
活
用
の
ほ
か
、
地
域
の

方
や
利
用
者
を
含
め
た
意
見
交
換
の

場
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
く
。

�

学
校
長
期
休
業
中
の
学
童
ク
ラ

ブ
の
弁
当
配
食
に
つ
い
て
、
試
行
実

施
後
の
具
体
的
な
検
証
方
法
は
。

さ
ま
ざ
ま
提
供
方
法
を
試
み
、

現
場
の
方
と
意
見
交
換
を
し
つ
つ
望

ま
し
い
実
施
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

総
務
費

子
ど
も
の
権
利
擁
護
機
関
は

学
校
教
育
現
場
と
の
連
携
を

子
ど
も
の
権
利
擁
護
機
関
の
設

置
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
教
育
現
場

と
の
連
携
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
、

調
整
は
で
き
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
現
場
と
は
子
ど
も
の
権
利

条
例
制
定
前
か
ら
情
報
共
有
を
行
っ

て
お
り
、
権
利
擁
護
委
員
に
は
、
学

校
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
専
門
性
を

持
っ
て
対
応
し
て
も
ら
う
。

�

標
準
化
に
向
け
改
修
を
行
う
住

民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
は
、
長
期
に
わ

た
り
同
じ
事
業
者
と
随
意
契
約
を
し

て
い
る
が
、
問
題
で
は
な
い
か
。

事
業
者
選
定
の
際
は
精
緻
な
Ｒ

Ｆ
Ｉ
も
実
施
し
、
価
格
等
の
検
討
も

行
っ
て
き
た
が
、
現
行
の
シ
ス
テ
ム

の
ま
ま
標
準
化
し
て
い
く
こ
と
が
本

市
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
、
現

行
事
業
者
と
の
契
約
を
決
定
し
た
。

�

プ
ロ
ボ
ノ
の
枠
組
み
を
利
用
し

た
市
民
活
動
支
援
の
取
り
組
み
と
は
。

プ
ロ
ボ
ノ
と
は
仕
事
で
培
っ
た

ス
キ
ル
や
経
験
を
生
か
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
プ
ロ
ボ
ノ
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

総
括
・
人
件
費

保
健
セ
ン
タ
ー
増
改
築
は

今
後
議
会
と
ど
う
議
論
す
る
の
か

保
健
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築
は
、

い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
た
が
、
令
和
六
年
度
予
算
に

は
実
施
設
計
に
要
す
る
費
用
が
計
上

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
予
算
執
行
に

向
け
議
会
と
ど
う
議
論
す
る
の
か
。

庁
内
調
整
の
う
え
全
員
協
議
会

等
で
回
数
を
重
ね
て
協
議
し
、
市
民

が
納
得
す
る
も
の
を
作
り
上
げ
た
い
。

�

市
管
理
職
の
女
性
割
合
が
低
い

と
考
え
る
が
理
由
と
対
応
策
を
伺
う
。

女
性
管
理
職
比
率
の
目
標
は
令

和
六
年
度
ま
で
に
二
十
パ
ー
セ
ン
ト

だ
が
、令
和
五
年
度
当
初
で
十
三
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
だ
。
職
責
の
重
さ
や
対

象
者
が
子
育
て
・
介
護
も
伴
う
年
代

で
あ
る
こ
と
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
試
験
制
度
も
見
直
し
た
い
。

�

小
美
濃
市
長
が
選
挙
公
約
で
掲

げ
た
「
年
金
プ
ラ
ス
五
万
円
」
と
い

う
表
現
は
、
あ
た
か
も
市
が
五
万
円

を
支
給
す
る
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
か

ね
な
い
、
誤
解
を
招
く
表
現
で
は
。

働
き
た
い
高
齢
者
が
働
け
る
場

を
設
け
る
こ
と
で
社
会
参
加
や
介
護

予
防
に
な
る
と
考
え
公
約
に
掲
げ
た
。

�

学
校
の
統
廃
合
は
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、

市
立
中
学
校
の
必
要
校
数
や
廃
校
後

の
校
地
の
活
用
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

生
徒
数
減
少
や
一
人
当
た
り
の

敷
地
面
積
の
変
化
等
を
複
合
的
に
検

討
し
、
二
十
年
後
や
三
十
年
後
の
教

育
環
境
も
見
越
し
て
進
め
る
べ
き
だ
。

�

財
政
援
助
出
資
団
体
の
人
件
費

が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
、
各
事
業
に
対
す
る

必
要
人
員
の
精
査
を
行
う
べ
き
で
は
。

保
育
や
福
祉
等
の
対
人
サ
ー
ビ

ス
を
中
心
に
、
事
業
増
で
職
員
数
が

増
え
て
い
る
。
毎
年
の
財
援
団
体
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
人
件
費
水
準
や

委
託
事
業
の
範
囲
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

歳
入
・
議
会
費

軽
自
動
車
税
の
重
課
に
よ
る

誘
導
は
機
能
し
て
い
る
の
か

軽
自
動
車
税
増
収
は
重
課
が
一

因
と
考
え
る
が
環
境
性
能
に
優
れ
た

車
両
へ
の
誘
導
は
機
能
し
て
い
る
か
。

誘
導
に
は
負
担
感
が
必
要
で
あ

り
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
等
を
勘
案
し

国
の
税
制
改
正
大
綱
で
決
め
て
い
る
。

�

会
議
録
の
デ
ー
タ
化
は
令
和
六

年
度
予
算
で
す
べ
て
完
了
す
る
の
か
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
副
本
作
成

は
完
了
す
る
。
今
後
は
テ
キ
ス
ト
デ

ー
タ
作
成
に
複
数
年
度
で
取
り
組
む
。

支
援
い
た
だ
き
、
市
民
活
動
に
対
す

る
人
材
を
募
集
す
る
予
定
だ
。

�

平
和
・
憲
法
啓
発
事
業
の
予
算

が
拡
充
に
な
っ
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

平
和
首
長
会
議
の
国
内
加
盟
都

市
会
議
総
会
の
本
市
開
催
が
主
な
理

由
だ
。
八
十
か
ら
九
十
の
自
治
体
か

ら
百
五
十
名
程
度
が
来
る
想
定
で
、

可
能
な
範
囲
で
市
民
に
も
公
開
す
る
。

市
独
自
の
内
部
統
制
制
度
の
委

託
内
容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り

組
み
を
発
展
さ
せ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
を
委
託
す
る
。
令
和
七
年

度
以
降
の
本
格
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　令和６年度予算は、「変化する時代　命を尊重し安全・安心な未来を築く予算」と位置づけられました。初年度とな
る第六期長期計画・調整計画に掲げられた優先事項を着実に推進するとともに、新たな課題に対応することにより持続
可能な市政運営を行っていけるよう、限られた財源を真に必要性・緊急性が高い事業に重点的かつ効率的に配分するこ
とを基本に編成されています。
　また、効率的な行政経営により健全な財政運営を維持するため、事務事業・補助金の見直しを行ったほか、経常経費
はこの間の物価高騰を踏まえ、適切に上限額を定めた枠配分方式により経費の節減が行われています。
　以下は予算特別委員会の審査概要です。

予算特別委員会

審査概要
主要な事業� （単位：千円）

■一般会計
◇議会費
・�会議録等データ化及び委員会要録等修復� 18,225�
・�子ども議会� 825�
◇総務費
・�行政評価制度等の検討� 5,500�
・�地域生活環境指標データ整理� 4,000�
・�公共施設等総合管理計画の推進� 6,182�
・�伝わる広報に係る専門人材の登用� 1,560�
・�点字版市報の発行� 3,249�
・�本市独自の内部統制制度の実施に向けた検討� 1,266�
・�生成ＡＩサービスの試行導入� 4,730�
・�申請手続きのＤＸ推進� 35,270�
・�議会委員会室への無線ＬＡＮ機器設置� 3,000�
・�ＳＭＳ催告システムの導入とコールセンターの設置
� 28,017�
・�滞納整理に係る専門人材の活用� 6,632�
・�収滞納業務の見直し� 9,845�
◇民生費
・�（公財）武蔵野市福祉公社・（社福）武蔵野市民社会福
祉協議会社屋改築事業への補助� 80,000�
・�聴こえの支援事業� 15,571�
・�市有地活用による看護小規模多機能型居宅介護事業所
の整備� 94,763�
・�認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業補
助金� 7,730�
・�介護人材確保定着支援事業� 3,037�
・�子どもに関する手続き窓口業務改善支援委託� 7,700�

・�幼稚園の認定こども園への移行� 405,389�
・�市立保育園のＤＸ事業� 5,122�
◇衛生費
・�森林環境譲与税を活用したカーボン・オフセット試行
事業� 1,000�

・�むさしのエコポイント（仮称）事業� 1,620�
・�市内生物生息状況調査� 6,710�
・�公共施設における電力の最適化の検討� 5,830�
・�リチウムイオン電池適正排出啓発事業� 3,464�
◇商工費
・�まちとわたしとあなたプロジェクト（仮称）� 1,325�
◇土木費
・�（仮称）緑の基本計画2027の策定� 4,180�
・�自然環境等実態調査� 20,438�
◇消防費
・�消防団準中型免許取得費用助成の新設� 2,809�
・�家具転倒防止金具等購入費補助� 11,760�
・�実効性の高い訓練の実施・検証� 3,454�
◇教育費
・�第二期生涯学習計画に関する調査� 3,422�
・�市民会館大規模改修工事実施設計� 24,680�
・�市営プール整備に向けた検討� 10,203�
◇各款
・�ＷＥＢ口座振替受付サービスの導入� 19,779�

■下水道事業会計
・�雨水管理計画（仮称）の策定� 20,308�

一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

歳 出
815億2,300万円

歳 入
815億2,300万円

民生費
359億5,202万円
44.1%

教育費
146億9,752万円
18.0%

総務費
127億4,256万円

15.6%

土木費
61億7,349万円

7.6%
衛生費

69億5,909万円
8.5%

消防費
21億6,314万円
2.7%

公債費
12億7,962万円
1.6%

その他
15億5,556万円
1.9%

市税
445億2,996万円
54.6%

国庫支出金
105億6,478万円
13.0%

都支出金
91億2,255万円
11.2%

人口１人当たり　551,543円
1世帯当たり　1,036,305円

その他
13億4,461万円
1.6%

繰入金
44億3,844万円

5.４%

市債
32億円
3.9%

地方消費税交付金
34億6,200万円

4.3%

使用料及び手数料
14億9,478万円

1.8%

地方特例交付金
7億6,277万円
0.9%
繰越金
7億円
0.9%

諸収入
10億2,810万円

1.3%

法人事業税交付金
8億7,500万円
1.1%

審査した特別委員

令和６年度予算審査に当たった
特別委員の氏名は、次のとおり。

与座　武　予算特別委員長

◎印 委員長　○印 副委員長

◎与 座 　 武� ○蔵野　恵美子
　きくち　由美子� 大野　あつ子
　深田　貴美子� 宮代　一利
　浜田　けい子� 藪原　太郎
　木 﨑 　 剛� 橋本　しげき
　山本　ひとみ� 川名　ゆうじ
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①令和６年度武蔵野市一般会計予算※
②令和６年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算
③令和６年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算
④令和６年度武蔵野市介護保険事業会計予算
⑤令和６年度武蔵野市水道事業会計予算
⑥令和６年度武蔵野市下水道事業会計予算
※�①は予算特別委員会で修正可決されたものに対する賛否です。

　３月26日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われまし
た。以下はその要旨です。このほかに、山本　ひとみ　議員の、②⑥
は反対し、その他の予算に賛成する討論もありました。各会派の構成
は８面に掲載しております。

　予算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継または会
議録でご覧いただけます。会議録は５月下旬以降、各市立図書館、各
コミュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー、または市議会
ホームページにおいて閲覧することができます。

ワクワクはたらく

これまでの手法は通用しない時代
市民の声を聴き着実な市政運営を

①②③④⑤⑥賛成

　急激な物価高や人手不足により入札不調等
に見舞われ、先の見通しが難しい中での予算

編成だったと考える。システム分野ではベン
ダーロックインからいかに脱却するかが大き
な課題だ。また、市民と行政には圧倒的な情
報格差がある。予算、決算をはじめ市政に関
するディスカッションは正確な情報共有をベー
スに進めることが肝要であり、適切な情報提
供の継続を望む。時代の困難性を認識し、市
民の多様な意見に耳を傾け、ディスカッショ
ンを通して合意形成を目指すことを求める。

宮代　一利　議員

学童クラブの配食弁当実施やオンライン授業
実施に向けた条件整備などは評価するが、一
方で子育て支援策としてのレモンキャブの活
用やペットボトルの回収頻度変更には課題が
残る。また保健センターの実施設計は、令和
６年度に議会との熟議が必要であり、そもそ
も当初予算に計上すべきでなかったと考える。
令和６年度予算の執行にあたり、以上の点を
十分に考慮することを求め、賛成する。

立憲民主ネット

計画行政を基本とし、継続性を
重視した市政運営を求める

①②③④⑤⑥賛成

　基本的に前市政を継承し拡充する予算と考
えられ、継続性を重視する点は大変評価する。

藪原　太郎　議員

強化等市民要求が反映され、全体として暮ら
しを支える予算だと考える。一方で、行政の
デジタル化や証明書等自動交付機の廃止、国
民健康保険税や介護保険料の引き上げなど多
くの問題点がある。市長の選挙公約と施政方
針の相違は政治姿勢が問われるものと考える
が、基本的には市民要望が多く盛り込まれて
おり、市民生活を支え本市の発展に寄与する
ものとして、本予算の適切な執行を求める。

日本共産党武蔵野市議団

市民の暮らしを支える
自治体の役割を今こそ発揮せよ

①③⑤賛成②④⑥反対

　本予算は、加齢性難聴者への補聴器購入費
助成や有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）の対策

橋本　しげき　議員

市議会公明党

「隠し事のない市政」を進め、
市民第一の市政運営を要望する

①②③④⑤⑥賛成

　保健センター増築及び複合施設整備事業は
納得のいく議論のうえで改めて予算計上する

ことが適切である。ＤＸの推進とデジタル技
術の革新の中で、特に技術的な委託料は増え
るものと考える。ベンダーロックインとなら
ないよう庁内システムを総点検してほしい。
また、議会への情報提供と丁寧な説明を行い、
入札・契約制度は公平性・透明性・競争性を
維持できるよう十分な配慮と情報公開を求め
る。「隠し事のない市政」を進め、市民第一
の市政運営となるよう要望し、賛成する。

大野　あつ子　議員

日本維新の会武蔵野市議団

人口減少、高齢社会を前に
持続可能な財政計画を求める

①反対②③④⑤⑥賛成

　令和６年度予算は辞職した前市長の積み上
げである。保健センター増築及び複合施設整

備事業の凍結を反映した修正案を議会で提出
したが、これをもってもすべての一般会計を
了とできない。財政計画は2026年に基金残高
が減少に転じるが、公共施設の床面積を何一
つ削減せず、旧赤星邸、エコreゾート等が加
わった。高齢者人口の増加、生産年齢人口の
減少が見込まれる中、令和４年度納税義務者
の６ . 8％が市税の37. 9％を担う税収構造を重
く受け止め、市政改革に取り組んでほしい。

深田　貴美子　議員

と財産を守り住み続けられるまちを目指して
ほしい。また保健センター改修は、公共施設
全体の改修計画も踏まえ、在り方をしっかり
再協議してほしい。政策形成段階で情報を提
供し、市民の意見を伺うことが大切との基本
姿勢を高く評価する。本市の文化である市民
参加を継続するためにも、情報提供、情報共
有の推進を絶えず図り、市民にとって誇りの
持てる武蔵野市をつくり上げることを求める。

自由民主・市民クラブ
市民参加の継続に向け情報提供と
情報共有の絶え間ない推進を

①②③④⑤⑥賛成

　市を取り巻く環境でさまざまな変化が起こ
っているが、小美濃市長を先頭に、市民の命

木﨑　剛　議員

予算に対する各会派の討論

土
木
費

民
間
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の

拡
充
内
容
は

民
間
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
に

関
し
、
拡
充
の
具
体
的
な
内
容
は
。

新
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
耐
震
診
断
の
助
成

の
み
行
っ
て
き
た
が
、
補
強
設
計
と

改
修
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
と
す
る
。

�

三
鷹
駅
北
口
周
辺
の
再
整
備
に

向
け
た
検
討
に
関
し
、
令
和
六
年
度

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

交
通
量
調
査
や
、
駅
前
広
場
の

二
ロ
ー
タ
リ
ー
化
・
拡
張
に
係
る
検

討
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

�

吉
祥
寺
駅
南
口
周
辺
交
通
体
系

検
討
に
つ
い
て
、
今
後
の
進
め
方
は
。

令
和
五
年
度
は
、
南
口
の
井
ノ

頭
通
り
に
あ
る
バ
ス
停
の
移
設
を
検

討
し
て
き
た
。
令
和
六
年
度
は
引
き

続
き
、
実
現
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

�

市
役
所
前
の
桜
並
木
は
、
今
後

ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
。

五
年
に
一
回
、
街
路
樹
診
断
を

行
い
、
危
険
な
木
は
す
ぐ
に
伐
採
し
、

抜
根
後
に
新
た
な
桜
を
植
え
、
経
過

を
見
る
必
要
が
あ
る
木
は
、
次
年
度

以
降
も
診
断
す
る
。
現
時
点
で
約
半

分
の
植
え
替
え
を
順
次
進
め
て
い
る
。

教
育
費

学
校
給
食
費
無
償
化
の

支
援
の
対
象
範
囲
は

給
食
費
の
無
償
化
に
関
し
、
都

か
ら
市
へ
の
補
助
は
公
立
学
校
が
対

象
だ
が
、
不
登
校
児
童
生
徒
や
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
、
私
立
学
校
へ
通
う
児

童
生
徒
へ
も
支
援
す
べ
き
で
は
。

消
防
費

家
具
転
倒
防
止
金
具
等

購
入
費
補
助
事
業
費
の
詳
細
は

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
購
入
費

補
助
事
業
の
財
源
内
訳
の
詳
細
は
。

一
世
帯
上
限
一
万
円
の
補
助
を

一
千
世
帯
分
と
経
費
を
合
わ
せ
て
一

千
百
七
十
六
万
円
を
計
上
し
た
が
、

う
ち
約
二
百
二
十
八
万
円
は
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
繰
入
金
を
活
用
予
定
だ
。

�

実
効
性
の
高
い
訓
練
の
実
施
・

検
証
が
新
規
事
業
と
さ
れ
た
理
由
は
。

令
和
四
年
度
に
地
域
防
災
計
画

を
修
正
し
、
発
災
時
に
行
う
べ
き
こ

と
を
記
載
し
た
が
、
実
際
の
災
害
時

に
実
行
可
能
か
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
た
。
初
動
本
部
訓
練
や

避
難
所
運
営
組
織
の
訓
練
等
を
専
門

の
方
に
見
て
い
た
だ
き
、
実
効
性
を

検
証
す
る
予
定
で
あ
る
。

特
別
会
計

低
所
得
者
の
国
保
税
滞
納

相
談
者
に
丁
寧
な
対
応
を

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
予
算
〉

低
所
得
の
国
保
税
滞
納
者
に
対

し
丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
が
見
解
は
。

納
付
相
談
に
は
個
別
に
丁
寧
な

対
応
を
し
、
債
権
管
理
条
例
に
基
づ

き
適
切
な
相
談
先
を
案
内
し
て
い
る
。

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
予
算
〉

訪
問
介
護
の
報
酬
引
き
下
げ
改

定
に
対
し
市
が
で
き
る
取
り
組
み
は
。

現
場
の
声
を
聴
き
、
ど
の
よ
う

な
意
見
具
申
が
で
き
る
か
研
究
す
る
。

下
水
道
事
業
会
計

長
期
包
括
契
約
方
式
の
試
行
が

市
に
与
え
る
影
響
は

長
期
包
括
契
約
方
式
の
試
行

は
、
市
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
流
出
や
、
業

者
の
固
定
化
等
の
不
利
益
が
あ
る
の

で
は
。本

市
の
下
水
道
は
老
朽
化
対
策

の
事
業
量
・
事
業
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
が
、
現
状
の
体
制
で
は
対
応

が
難
し
い
た
め
、
民
間
事
業
者
等
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
安
定
的
な
執

行
体
制
の
確
保
等
に
向
け
試
行
す
る
。

現
在
、
学
校
給
食
費
無
償
化
に

関
す
る
庁
内
検
討
調
整
会
議
を
行
っ

て
い
る
。
ま
ず
は
教
育
委
員
会
と
し

て
、
質
を
担
保
し
つ
つ
責
任
を
持
っ

て
無
償
化
で
き
る
範
囲
を
検
討
す
る
。

�

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
活

用
に
関
し
、
万
が
一
の
備
え
や
不
登

校
等
の
状
況
を
考
慮
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
は
。

多
様
な
居
場
所
づ
く
り
や
多
様

な
学
習
の
在
り
方
と
い
う
点
か
ら
、

最
終
的
に
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
や
双

方
向
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
え
る

設
備
を
整
え
た
い
。

�

部
活
動
の
在
り
方
検
討
委
員
会

の
現
在
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

本
市
の
部
活
動
の
実
態
把
握
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
、
拠
点
校
方
式

等
の
具
体
策
に
つ
い
て
、
各
学
校
の

教
員
か
ら
聴
取
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

�

不
登
校
対
策
に
関
し
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援
の
状
況
を
伺
う
。

運
営
費
等
に
関
す
る
助
成
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
来
年
度
、
都
が
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
利
用
す
る
保
護
者

へ
の
助
成
等
を
計
画
中
と
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
研
究
す
る
。

�

市
民
会
館
大
規
模
改
修
工
事
実

施
設
計
に
関
し
、
使
い
勝
手
を
よ
く

す
る
工
事
の
実
施
は
可
能
か
。

保
全
の
範
囲
で
機
能
向
上
等
を

行
う
工
事
は
可
能
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

議
案
第
二
十
一
号
令
和
六
年
度
武

蔵
野
市
一
般
会
計
予
算
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
修
正
す
る
。

　

第
一
表
歳
入
歳
出
予
算
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

款 項 金　額

４衛生費

千円
6,959,092
7,053,640

１保健衛生費
3,557,451
3,651,999

13予備費

194,548
100,000

１予備費
194,548
100,000

修

正

案

予算特別委員会

審査概要
一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

歳 出
815億2,300万円

歳 入
815億2,300万円

民生費
359億5,202万円
44.1%

教育費
146億9,752万円
18.0%

総務費
127億4,256万円

15.6%

土木費
61億7,349万円

7.6%
衛生費

69億5,909万円
8.5%

消防費
21億6,314万円
2.7%

公債費
12億7,962万円
1.6%

その他
15億5,556万円
1.9%

市税
445億2,996万円
54.6%

国庫支出金
105億6,478万円
13.0%

都支出金
91億2,255万円
11.2%

人口１人当たり　551,543円
1世帯当たり　1,036,305円

その他
13億4,461万円
1.6%

繰入金
44億3,844万円

5.４%

市債
32億円
3.9%

地方消費税交付金
34億6,200万円

4.3%

使用料及び手数料
14億9,478万円

1.8%

地方特例交付金
7億6,277万円
0.9%
繰越金
7億円
0.9%

諸収入
10億2,810万円

1.3%

法人事業税交付金
8億7,500万円
1.1%
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　第１回定例会では２月27日、28日、29日に15名
の議員から一般質問が行われました。各議員の主
な質問と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、５月下旬発行予定の会議録（設置場
所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市
役所７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議
会ホームページの会議録検索（第１回定例会分は
５月29日登録予定）、インターネット議会中継で
ご覧いただけます。

※�一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長
をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や
将来に対する方針等について、質問をしたり、
説明や報告を求めたりすることをいいます。

一一一 般般般 質質質 問問問

三島　杉子　議員

東山　あきお　議員

山崎　たかし　議員

質を維持したうえで、学校給食費無償化
の早期実施と、不登校等で給食を食べてい
ない子どもへの支援を求めるが見解は。

令和６年度途中から開始の場合でも４月
にさかのぼっての支援を検討したい。質の
担保や市立小・中学校へ通っていない児童
生徒への支援も研究し実施していきたい。
子どもの権利擁護委員や相談・調査専門
員の早期配置を求めるが見解は。

本年４月１日に配置するほか、子どもの
権利に関する相談室を今秋開設予定である。
東部地域へ児童館新設を求めるが見解は。
既存施設の活用や、施設の新築や建て替

えの際に設置可能か等、幅広く議論したい。

武力衝突等の有事の際、国や都からの要
請を聞きつつ住民保護等をしなければなら
ないが①どの部署が管轄するのか②他自
治体とどのように連携していくのか。

①市役所の全部署で構成される市対策本
部を設置し、市役所全体で対応に当たる。
本部の運営は防災安全部が行う②武蔵野市
国民保護計画に基づき連携を行っていく。
他自治体にて拉致問題の啓発を推進す

る条例がある。本市においても制定に向け
て動くべきと考えるが見解を伺う。

条例を制定している自治体は、拉致被害
者の出身地等の固有の事情があるため、本
市は現時点で条例制定までは考えていない。

ペット政策として動物愛護週間に市長と
著名人との対談等のイベントを開催しては。

動物愛護は重要であり、研究してみたい。
子どもの権利擁護委員は、私立の学校が
介入を拒否した場合でも指導ができるのか。

子どもの権利条例で協力義務があり、調
整や調査への協力は得られると考えている。
教科書採択に関し、教科用図書採択協議

会が最も高く評価した教科書を採択してい
ないケースが見られるが、その理由を伺う。

市民の声や各学校の調査結果等幅広い意
見を確認し、教科書を詳細に分析したうえ
で、本市の児童生徒の実態や教育目標の実
現の観点から異なる採択をする場合がある。

質の高さを維持したうえで
学校給食費無償化を 

有事における市民保護体制の
整備と拉致問題の啓発強化を

ペット政策として
動物愛護週間のイベントを

下田　ひろき　議員

西園寺　みきこ　議員

蔵野　恵美子　議員

さこう　もみ　議員

水素バス導入の課題を伺う。
水素を燃料とする燃料電池はＣＯ２を排出

しない等のメリットがあるが、水素ステー 
ションが近隣にないことが大きな課題だ。
水素バス導入に向けた今後の展望を伺う。
環境配慮に対する１つの象徴として公約

に掲げた。国や都、民間等の事例に注視し
ながら研究し、実現に向けて努力したい。
任期４年で水素バスの導入を実現するた

めには、予算を計上し、検討部会を必ず立
ち上げるべきと思うが市長の見解を伺う。

必要ならば、検討部会を設立する。高額
になると思うが、都や国産メーカー等も水
素バスに力を入れているため、研究したい。

市長は子どもの権利条例制定時、議員と
して同条例に反対したが、今後改正案を出
すことを考えているのか伺う。

権利擁護委員設置等の推移を注視したい。
市内私立学校で学園役員による在校生へ

のパワハラ発言があった。市の対応を伺う。
誰であろうと子どもに威圧的な発言をす

ることは許されない。子どもの権利擁護機
関設置後に申し立てや相談があれば、子ど
もの最善の利益を考え、相談支援等を行う。
大介護時代を迎え訪問介護は市民の命綱

だ。国の訪問介護報酬引き下げへの見解は。
介護現場にかなり厳しい報酬改定だ。必

要に応じ、国に意見を申し入れていきたい。

市民満足度の向上に直結する積極的なＤ
Ｘ導入について①学童クラブの弁当配食で
の注文や集金等に導入可能か②介護分野で
の活用について見解は③多文化共生の対応
として翻訳ソフト等の活用について見解は。

①研究する②生産性と働きやすさ向上に
寄与したい③さまざまなツールを活用する。
障害者介護の医療措置に関し①市民が対
応状況を把握できる資料は提示可能か②療
養介護事業所の市内設置について見解は。

①個別対応を要し網羅した資料は困難だ
が障害者福祉のしおりの掲載内容を工夫す
る②都の所管であり北多摩南部医療圏には
これ以上増やせず新設は困難と聞いている。

困難女性支援法に関わる市の取り組みは。
第五次男女平等推進計画の一部を法に基

づく市の基本計画と位置づけ、相談者の立
場に立った相談事業や同行支援のほか、女
性活動団体への支援にも一層取り組みたい。
男性のＨＰＶワクチン接種補助について

接種費用の全額補助を要望するが方針は。
都の補助事業を活用し、令和６年４月の

事業実施を目指して準備を進めている。自
己負担額については今後検討していく。
防災に関わる人員における女性比率は半
数程度を目指すべきと考えるが市の考えは。

初動要員の女性比率は約44％だが、防災
に関する女性の比率は今後も高めたい。

市長公約である
ムーバスの水素化を問う

子どもの権利侵害を許さない
共に生きる社会の実現を望む

市民満足度の向上に一層寄
与する自治体ＤＸの推進を

女性のエンパワーメントに
向けた積極的な姿勢を求める

藪原　太郎　議員

菅　源太郎　議員

きくち　由美子　議員

大野　あつ子　議員

市民の健康を守るためＨＰＶワクチン男
性接種補助事業を本市でも実施すべきでは。

都の補助事業を活用し、実施する予定だ。
拉致問題啓発を積極的に行うべきでは。
庁内で議論し、できることに取り組む。
地域防災マネージャー制度を活用した

外部人材の採用が必要と考えるが見解は。
他市の導入事例などを参考に研究する。
ブラインド型の防災訓練が必要では。
実施を検討し、防災力の向上を図る。
市長のＳＮＳで誤った情報が広まり、市
民を分断する事態にもつながったのでは。

誤った情報を肯定した認識はないが、今
後も誤解を招かぬよう適切に使用する。

住民投票条例につき①凍結は市内が騒然
としたからか②どんな条例なら賛成したか。

①騒然とした状況に不安の声が多く寄せ
られ、今も市民の間にしこりが残る中での
議論は適当ではないと判断した②中身によ
る。市独自で二元代表制を補完する条例が
必要であるならば否定しない。
市立小・中学校の教材費無償化の対象を、
全児童生徒に広げてはいかがか。

支援を必要とする家庭に対しては、就学
援助費制度の中で定額の補助を行っている。
中学校の合同部活動のルール化の状況は。
複数校の生徒が拠点校の部活に参加する

方式や、運用に係る内容等を検討している。

都は令和６年度予算に都内の公立小・中
学校給食費無償化推進策として、児童生徒
数83万３千人の給食費を無償化した場合の
費用の半額に当たる239億円を計上した。
都内でも多くの自治体が給食費無償化を進
めており、子育て世代を持続的に支援して
いくため、①本市でも、質は担保しつつ給
食費無償化の早期実現を求めるが見解は
②子どもが私立・国立学校等へ通学する家
庭に対する支援策が期待されるが見解は。

①これまでの質を守りつつ令和６年度中
に実施できるよう検討中だ②不登校児を含
め市立小・中学校に通っていない児童生徒
の保護者にも将来的に支援可能か研究する。

重層的支援体制の拡充、多世代交流の居
場所づくりを進める分野横断的な連携は。

第４期健康福祉総合計画に属性や世代を
超えた交流の場や居場所づくりを進めると
記載し、計画に基づく分野横断的な取り組
みとして、他団体と連携し、人のつながり
を強め社会資源となる事業を検討したい。
貧困の連鎖を断つため、生活保護世帯や
低所得世帯の子どもが大学等に進学する場
合、給付型奨学金支援を行ってはいかがか。

現在は市民社協の教育支援資金貸付や奨
学金制度を円滑に活用できるよう支援して
いる。今後は国等の奨学金制度や他自治体
の動向などを研究していく。

男性へのＨＰＶワクチン接種
助成と市の防災力向上を望む

「市民自治」「長期計画」に
基づく市政運営の踏襲を

市立小・中学校給食費無
償化の早期実現を求める

重層的支援体制の拡充、大学
生への給付型奨学金の創設を
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小林　まさよし　議員

木﨑　剛　議員

直近の２年間で本市の人口は減少し、
2024年１月時点の将来人口推計値と実績の
かい離は1.0％だが、推計を見直すのか。
このかい離が1年続くか確認し判断する。
将来人口推計を見直す場合には、長期財

政シミュレーションも見直すのか伺う。
当然長期財政シミュレーションも見直す。
保健センター増築計画の総事業費は70

億円とのことだが、市民に説明が付くのか。
費用を削減すべく改修方法を再検討する。
18年間進まなかった吉祥寺駅南口再整
備の進め方や、基金の積み立てへの見解は。
スピード感を持ち進める。吉祥寺まちづ

くり基金積み立ての必要性は認識している。

日本一の文化・スポーツ都市を目指すこ
とは、市民にどのような影響を与えるのか。
個人として楽しさや喜びを得られるだけ

でなく、さまざまな分野と結びついて新し
い可能性が生まれ、まちの魅力向上や課題
解決にもつながることが期待できる。
市立公園へのトイレ設置について見解は。
安全で清潔なトイレを維持するための管

理上の課題があるが、市民要望も踏まえ、
緑の基本計画の改定と併せて議論したい。
市立小・中学校の校庭改修に対し見解は。
過去に行った改修からの経過年数や現在

の状態などを総合的に勘案し、優先度の高
い校庭を改修している。

将来人口推計等の見直しと
まちづくりの推進を伺う

日本一の文化・スポーツ都市
を目指すことが与える影響は

橋本　しげき　議員
政府は、令和６年12月に現行の健康保険
証廃止を強行しようとしているが、①被保
険者に不利益のないようにすべきでは②国
に対し、廃止の中止を求めるべきでは。
①必要な保険診療を受けられるよう資格

確認書を申請によらず交付し、周知を図る
②中止を求めることは検討していない。
水質管理目標設定項目において、ＰＦＯ

Ｓ※およびＰＦＯＡ※の合計が１ℓ当たり
50ナノグラム以下とあるが、日本の基準は
海外に比べ甘いと考える。予防原則に立っ
た積極的な対応をすべきと考えるが見解は。
この基準より極力少なくなるようこれか

らも努力していきたい。
※有機フッ素化合物の1種

マイナ保険証はトラブル続き
現行保険証の存続を求めよ

本多　夏帆　議員
人口の急速な減少は、社会への大きな打
撃となり、少子化への取り組みは本市にも
必要だ。日本の少子化について、見解は。
少子化は危機的状況で、今後６年程度が

ラストチャンスとの政府見解と同じ認識だ。
市の担い手不足について、若い世代へ有
償で市の仕事を依頼する方法もあるのでは。
社会参加によりつながりができるのは大

切であり、1つの考え方として受け止める。
子どもの学校外の居場所について、塾等

の民間事業者とも連携してはどうか。
営利目的である事業者の活動に市が介入

できるか課題はあるが、連携を図ることで
子どもを支える活動になるとの意見は承る。

少子高齢化と向き合い、
心豊かなまちとなるためには

委員会 議会運営委員会 外環道路特別委員会
日程 令和５年11月21日（火）～22日（水） 令和５年11月27日（月）

視
察
先
お
よ
び
視
察
内
容

①兵庫県西脇市
・�議会改革について、広聴について

②岐阜県可児市
・�議会改革について、広聴について

東京外かく環状道路 大泉側本線トンネル工
事現場
・�大泉ジャンクション工事現場及び本線トンネルの
現状について

西脇市議会本会議場 東京外かく環状道路　大泉側本線トンネル工事現場

行政視察報告

行政視察を実施しました。
各委員会視察報告の詳細については、
市議会ホームページでご覧いただけます。

委員会 総務委員会 文教委員会
日程 令和５年10月11日（水）～13日（金） 令和５年10月11日（水）～13日（金）

視
察
先
お
よ
び
視
察
内
容

①兵庫県姫路市
・�姫路駅北駅前広場の整
備について

②兵庫県芦屋市
・�入札監視委員会について

③奈良県生駒市
・�市民投票制度について

④三重県桑名市
・�コラボ・ラボ桑名につい
て

姫路駅北駅前広場

①岐阜県岐阜市
・�岐阜市子ども・若者総合
支援センター「エールぎふ」
について

②大阪府寝屋川市
・�いじめ問題対策「寝屋川
モデル」について

③大阪府高石市
・�学校図書館の充実・活用
について

④兵庫県川西市
・�小・中学校の校内フリー
スクールについて 川西市役所

委員会 厚生委員会 建設委員会
日程 令和５年10月18日（水）～20日（金） 令和５年10月18日（水）～20日（金）

視
察
先
お
よ
び
視
察
内
容

①奈良県五條市
・�更生支援の取り組みにつ
いて

②京都府宇治市
・�認知症の人にやさしいま
ち・うじの取り組みにつ
いて

③奈良県生駒市
・�介護予防、健康長寿の取
り組みについて

④大阪府堺市
・�エネルギー地産地消プロ
ジェクトについて 生駒市役所

①兵庫県川西市
・�街路樹維持管理計画につ
いて

②大阪府吹田市
・�マンション管理適正化推
進計画について

③滋賀県野洲市
・�野洲駅前広場整備事業
について

④石川県かほく市
・�上下水道施設を一体管理
とした包括的民間委託に
ついて 野洲駅南口
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市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　https://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

　会派とは、市政について、同じような考えや
意見を持っている議員のグループで、議会活動

の一つの基盤となります。
※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電
話番号です。議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームペー
ジでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

日本共産党武蔵野市議団� ☎６０－１８８８
橋本　しげき　　三 島 　 杉 子
本間　まさよ

自由民主・市民クラブ� ☎６０－１８８４
道場　ひでのり　　きくち　由美子
ひがし　まり子　　小林　まさよし
木 﨑 　 剛　　山崎　たかし
与 座 　 武 日本維新の会武蔵野市議団� ☎６０－１８８５

深田　貴美子　　東山　あきお

ワクワクはたらく� ☎６０－１８９０
宮 代 　 一 利　　本 多 　 夏 帆

無所属むさしの� ☎６０－１９４４
さこう　もみ　　山本　ひとみ

会派に属さない議員� ☎６０－１９０９
下田　ひろき

立憲民主ネット� ☎６０－１８８９
菅 　 源 太 郎　　藪 原 　 太 郎
蔵野　恵美子　　西園寺　みきこ
川名　ゆうじ　　深 沢 　 達 也

市議会公明党� ☎６０－１８８７
大野　あつ子　　浜田　けい子
落 合 　 勝 利　　　　　　　　　

第１回定例会
【市長提出議案（41件）】
●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について（議案２件）� 同意（全会一致）
※本市固定資産評価審査委員会委員に、中

なか

川
がわ

　貴
たか

雄
お

　氏および小
こ

谷
たに

　裕
ひろ

明
あき

　氏を選任することにつ
いて、市議会の同意を求めるもの。

●武蔵野市個人番号及び特定個人情報の利用に関する条例の一部を改正する条例�
� 可決（全会一致）
※行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、同法を
引用している文言の改正などを行うもの。

●武蔵野市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例� 可決（全会一致）
※地方自治法および地方自治法施行令の改正に伴い条項ずれが生じるため、引用条項の改正を行う
もの。

●武蔵野市非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例�
� 可決（全会一致）
※会計年度任用職員に勤勉手当を支給することに伴う改正などを行うもの。
●武蔵野市恩給条例を廃止する条例� 可決（全会一致）
※恩給を受ける権利を有する者がいなくなったため、廃止するもの。
●武蔵野市印鑑条例の一部を改正する条例� 可決（賛成多数）
※令和６年８月31日付けで証明書自動交付機を廃止することに伴う改正を行うもの。
●武蔵野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例� 可決（全会一致）
※重要事項の書面掲示に加えてインターネットに掲載することを義務付ける改正や、書面等の提供
に使用する媒体の種類を示さずに「電磁的記録媒体」とする改正などを行うもの。

●武蔵野市立みどりのこども館条例の一部を改正する条例� 可決（全会一致）
※児童福祉法の改正に伴い、引用条項を改正するもの。以下の1議案も同様。
●武蔵野市放課後等デイサービス施設条例の一部を改正する条例� 可決（全会一致）
●武蔵野市介護保険条例の一部を改正する条例� 可決（賛成多数）
※令和６年度から８年度までの、第1号被保険者の各所得段階の保険料率および各所得段階を区分す
る合計所得金額を改正するもの。

●武蔵野市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例� 可決（全会一致）
※テレビ電話装置等を活用したモニタリングの実施を可能とする改正や、管理者の兼務範囲を明確
化する改正、身体的拘束等の適正化の推進に関する改正などを行うもの。以下の1議案も同様。

●武蔵野市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例� �
� 可決（全会一致）

●武蔵野市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例� 可決（全会一致）
※重要事項の書面掲示に加えてインターネットに掲載することを義務付ける改正や、管理者の兼務
範囲を明確化する改正、身体的拘束等の適正化の推進に関する改正などを行うもの。以下の1議案
も同様。

●武蔵野市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例� 可決（全会一致）

●武蔵野市下水道条例の一部を改正する条例� 可決（全会一致）
※特定事業場に対する下水排出基準の改正に伴い、本条例の別表で定めていた有害物質等の基準に
ついて、下水道法施行令を引用する形式に変更するもの。

●武蔵野市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例� 可決（全会一致）
※地方自治法の改正に伴い条項ずれが生じるため、引用条項の改正を行うもの。

●武蔵野市給水条例の一部を改正する条例� 可決（全会一致）
※水道整備・管理行政の所管が厚生労働省から国土交通省および環境省に移管されることに伴い、字
句の改正を行うもの。以下の1議案も同様。

●武蔵野市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条
例の一部を改正する条例� 可決（全会一致）

●東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約� 可決（全会一致）
※保険料の上昇を抑えるため、令和４年度および５年度に引き続き、令和６年度および７年度において
も、審査支払手数料等の広域連合の経費について、広域連合を構成する市区町村からの負担金で賄
うこととするもの。

●令和６年度武蔵野市一般会計予算� 可決（賛成多数）
●令和６年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算� 可決（賛成多数）
●令和６年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算� 可決（全会一致）
●令和６年度武蔵野市介護保険事業会計予算� 可決（賛成多数）
●令和６年度武蔵野市水道事業会計予算� 可決（全会一致）
●令和６年度武蔵野市下水道事業会計予算� 可決（賛成多数）
●専決処分の承認を求めることについて（令和５年度武蔵野市一般会計補正予算（第９回））�
� 可決（全会一致）

●武蔵野市非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例� 可決（全会一致）
※非常勤消防団員の補償基礎額の変更や、消防作業従事者等の補償基礎額の変更を行うもの。
●武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例� 可決（賛成多数）
※証明書自動交付機の廃止に伴う改正のほか、既存建築物に対する制限の緩和に係る認定申請手数
料の新設に伴う改正などを行うもの。

●高齢者総合センター大規模改修工事請負契約� 可決（全会一致）
※高齢者総合センターの大規模改修工事を行うもの。契約金額は５億９,1８0万円。
●高齢者総合センター大規模改修に伴う電気設備工事請負契約� 可決（全会一致）
※高齢者総合センターの大規模改修に伴う電気設備工事を行うもの。契約金額は４億1,４８７万９,300円。
●高齢者総合センター大規模改修に伴う機械設備工事請負契約� 可決（全会一致）
※高齢者総合センターの大規模改修に伴う機械設備工事を行うもの。契約金額は3億２,７８0万円。

●令和５年度武蔵野市一般会計補正予算（第10回）� 可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第1回）� 可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市後期高齢者医療会計補正予算（第1回）� 可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第3回）� 可決（全会一致）
●武蔵野市市税条例の一部を改正する条例� 可決（全会一致）
※能登半島地震によって受けた損失の金額について、選択により、令和５年中の損失とみなして、令
和６年度分の課税計算をすることができる特例を設けるもの。

●武蔵野市副市長の選任の同意について� 同意（全会一致）
※本市副市長に荻

おぎ

野
の

　芳
よし

明
あき

　氏を選任することについて、市議会の同意を求めるもの。
●武蔵野市固定資産評価員の選任の同意について� 同意（全会一致）
※本市固定資産評価員に荻

おぎ

野
の

　芳
よし

明
あき

　氏を選任することについて、市議会の同意を求めるもの。
●武蔵野市教育委員会教育長の任命の同意について� 同意（全会一致）
※本市教育委員会教育長に遠

えん

藤
どう

　真
しん

司
じ

　氏を任命することについて、市議会の同意を求めるもの。
●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について� 同意（全会一致）
※本市教育委員会委員に森

もり

田
た

　亮
りょう

　氏を任命することについて、市議会の同意を求めるもの。
【議員提出議案（６件）】
●武蔵野市議会委員会条例の一部を改正する条例� 可決（全会一致）
●女性差別撤廃条約選択議定書の批准を求める意見書� 可決（賛成多数）
●地方自治法の一部を改正する法律案に関する意見書� 否決（可否同数※）
●有機フッ素化合物汚染対策の強化に関する意見書� 可決（賛成多数）
●共同親権導入の法制化に対し慎重審議を求める意見書� 否決（賛成少数）
●パレスチナ自治区ガザ地区における即時停戦を求める決議� 可決（全会一致）

【諮問（1件）】
●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（1件）� 異議なし（全会一致）
※人権擁護委員に太

おお

田
た

　早
さ

苗
なえ

　氏を再度推薦することについて、市議会の意見を求めるもの。

議案等審議結果（議決）一覧

議案等に対する各議員の賛否結果については、市議会ホーム
ページに掲載しています。
※採決の結果、可否同数となったため、地方自治法第11６条第1項の規定
により、議長裁決を行い、否決されました。

議会運営委員会、外環道路特別委員会、議会広報委員会委員の選出について
武蔵野市議会委員会条例の改正により、以下のとおりとなりました。
《議�会運営委員会》�
（選出）山本　ひとみ　議員（令和６年２月２９日付）

外環道路特別委員会の委員定数変更により、以下のとおりとなりました。
《外�環道路特別委員会》�
（選出）さこう　もみ　議員（令和６年２月２９日付）

議会広報委員会設置規程の改正により、以下のとおりとなりました。
《議�会広報委員会》�
（選出）さこう　もみ　議員（令和６年２月２９日付）

市議会からのお知らせ

以下のとおり、全員協議会が開催されました。
・武蔵野市立保健センター増築及び複合施設整備について
� （令和６年２月８日）

全員協議会
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